
受刑者とともに捧げるミサ ２０２５ 
 

２０２5年12 月 １３日（土）1７時～ 

 

カトリック麹町聖イグナチオ教会  

マリア聖堂 ※主聖堂ではなく 2階の中聖堂です 

東京都千代田区麹町６－５－１（四ツ谷駅すぐ） 
 

主司式 ： 山下 敦 神父 （大分教区司祭／教誨師） 

※共同司式をしてくださる方は、アルバと 紫のストラ をお持ちください。 

 

２０２５年の聖年「希望の巡礼者」にあたり、私たちカトリック教会は 

受刑者の嘆願の代弁者となるべく、人権の尊重と死刑の廃止を訴えます。 

受刑者および犯罪や司法、矯正・更生に関わるすべての方と 

心を合わせてともにミサを捧げます。どなたでもご参加ください。 

 

ミサ終了後、岐部
き べ

ホール 309に交流会場を設けます（入退場自由） 

 

 

 

 

 

             ＜主催／問合せ＞ 

イエズス会社会司牧センター 

  office@jesuitsocialcenter-tokyo.com  

       ☏ ０３－５２１５－１８４４ （柳川） 
 

＜共催／協力＞ 

                                           NPO法人 監獄人権センター 

日本カトリック正義と平和協議会 

聖年の間にわたしたちは、苦しい境遇のもとで生きる大勢の兄弟姉妹にとっての、確かな

希望のしるしとなるよう求められます。自由を奪われ、拘留されている人たちのことが心に

浮かびます。日夜、隔離の過酷さに加えて、虚無感を味わい、制約を課せられ、さらには、

敬意の欠如がまかり通っているのです。……地球の至るところで、信者、とくに司牧者は、

嘆願の代弁者とならなければなりません。受刑者の人権を尊重した尊厳ある待遇、そして何

よりも死刑の廃止を、声を一つにし勇気をもって訴えるのです。（教皇フランシスコ） 


